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同人誌即売会

一日本全国で年間１０００回程度開催

一オールジャンル

。Ｅx)コミックマーケット､コミックシティ､Ｃ○ＭＩＣ１、

サンシャインクリエイション

ーオンリー即売会(特定ジャンルのみでの開催）

ｏＥｘ)コミティア､博麗神社例大祭､ＭＢ

－企業ベース～個人主催､東京ビッグサイト～
町の公民館まで規模は大小さまざま

専門店での委託販売･通販｡ＤＬ販売等
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様々なジャンルの生み出す
多様性がパワーとなる

マンガ｡アニメ･ゲームその他周辺ジャンル

の自費出版(同人誌)の展示即売会

一約１４o社出展の企業ブースもあり

－東京ビッグサイト全館で､夏｡冬２回３日間開催

●

直近のコミックマーケットｓｓ
－２ｏｌ５年s月１４日～１６日

一サークル(出展者)数約３万ｓ千

一申込サークル数約4万6千

一参加者数のべ約騒馨万人

一コスプレイヤーのべ約2万3雫人

一スタッフ約ｓ,25o人
一サークルの申告数の合算

。搬入数:約1ｏﾌ○万冊
・販売数:約ｓ22万冊
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全体の約S/4が

二次創作
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劃創作系１ｏ％

■文芸･歴史系１％

園アクセサリー１％

回男I性向１２％

、同人ソフト系５％

■メカミリ３％

芸能系４％

国マンガ系２２％

麺アニメ系１ｏ％

詞小説系２％

麺ゲーム系２８％

目コスプレ １％

｡
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謬蕊蕊マーケットに篭ける二次創縫議幽コミ §Af口雀･唾】k鏡．

・コミックマーケットＳｇ

ジャンル毎の割合
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同人誌制作サークルのﾌ識紘赤字

一二次創作はデッドコピーの海賊版を作っているの
とは異なる

－「ファン｣の活動、「草の根｣の趣味として同人誌を
作っているサークルが大半

Ｆ可
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「コミケット35周年記念調査」より

／ 二次創作で利益を得ているサーク

ルは存在するが､そういう作家の

多くはプロとしても活躍していて、
自分たちが著作権者の立場でも
ある
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鼠赤字5万円以上

鰯赤字5万円未満

黒字5万円未満

■黒字5～20万円

ﾛ黒字20万円以上
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Ｌ 二次創作が原著作物と一緒に盛謬上がる

一二次創作を描く(読む)までに作品の熱烈なファン＝ファンの核に
なる

一原著作物に感銘を受けた人が､その思いを加えて二次創作で新
たな価値を生み出す｡その価値の連鎖が､共感の輪を拡げていく

。ファン同士のコミュニケーションのベースとなり、作品の楽しみ方を共
有→原著作物のファンの拡大にも貢献

一人気のある同人誌サークルが二次創作を行うことで､原著作物の
人気が高まることもある

一コミックマーケットには様々なコンテンツホルダが企業参加してい
る(次ページ参照）

。一緒にその作品を盛り上げてくれる｢ファン｣でもあり、作品にお金を

払ってくれる｢ファン｣でもあることは､コンテンツホルダにも理解され
ている

。コンテンツホルダ側もマーケティングの場として活用

一二次創作は､プラスの意味で､現著作物の収益性に影響を
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Ｌ コンテンツホルダに二次創作は暖かく見守って
いただいている

一二次創作を原則自由にしているコンテンツホルダも
存在する

－個別のパロディ同人誌に対しては信頼関係を前提
に｢黙認」

。「許諾｣ではなく｢黙認｣で権利者としての権利を担保

・個別に許諾を出すのは非現実的

→手間と期間が見合わない(コミケ1回だけで約６万種）

。「ファン｣がやっていることとして目くじらは立てない

一自主的なコミュニティの盛り上がりに任せて敢えて触れない

ｺﾅﾐ､ＳＥＧＡ､ニトロプラス､レッドエンタテイメント、
サイバーエージェント､ＤｅＮＡ(mobage)、Cygame
s､ノーツ(TYPE一Ｍ○○N)、日本ファルコム、

／ 、

小学館､講談社､ＫＡＤ○KAWA､角川書店､アスキー･メディアワーークス､エンターブレイン、
メディアフ赤クトリー､芳文社､朝日新闇出版､新潮社､竹書房へホビージャパン､－迅社、
徳間書風燕ツグガーデ貴ﾉ､ﾜﾆブｯｸ溌鰯灘蕊社､少年画報社､ソフ蕊ﾉ鞠ククリエイテイブ、
、オーバ驚議翻瀞､日本文蕊紙､秋麗雲胤熱芸社ノ
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アニメイト、マリン･エンタテイメン卜、

ムービック､フロンティアワークス、
ブロッコリー､手塚プロダクション、
サンリ裁麹エーブ､VOLKS、
ブシロ蕊隠夢ワンゴ､pixiv、
グッドス認イルカンパニー、
タカラ霞隙一・アーツ､ウォルト｡ディ
ズニー･ズタジオ型ジャパン、
日本国際映画著作権協会
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東映アニメーション､サテライト、
京都ア塞認＝ション､シャフト、
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／京都市､鳥取県､サントリー､雪印メグミルク、 、
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NI-i蕊､蔑本テレビ､TBSテレ瞳、

ｱｲヂｨｱﾌｧｸﾄﾘー (ｵﾄﾒｲﾄ)､アークシステムワー
クス､ＡＵＧUST､Visu誠Arts､ユニゾンシフト､アク
アプラス､オメガビジョン<剛誠も!)､アルケミス侭､錘画
堂スタジオ､あかくえそ愚とｱ泌､Ｆ＆c、
ホークアイ(みなとソフ”、耗以スソフト､Ｎ
ミユニバー銑ﾉ1艇ﾝﾀﾃｲﾒｼ階

ET､平和．

Ｌ
般
系放

送
局

Ａｙ，一驚

ear〔ｈmusic＆ecoIogyjap段､､新日本プロレス、
オンキヨー､マイクロソフト、Google、ＫＤＤ]Ｌ
ＭＩＫＡＳＡ､ＮＴＴぷらら、鰯雛○インターネット、
カンロ､セブン＆アイ零謬潔ディァ､ＨＯＮ醗禽、
森永製菓"識…娩舜議篭嬢脚､ルミネエ識罷、

／
、



両

鞠

● 模倣していく中で創作を学んでいく

－「宮己表現をしたい｣という強い欲求があったとして

も､最初は､オリジナルな作品を生み出す能力が質
的｡量的に限界

－作家は、ある日突然作家になるのではなく､ファン
が先人の作品を受容し､模倣することからはじまる

－これは､古今東西問わず変わらないが､その模倣

の結果としての｢作品｣を､他者に評価してもらうの
は非常に難しい
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・二次創作が新たな議作を産む､創作誉の数を増やす

－キャラクターや設定､物語の説明が不要であり、同じ作品を

媒介とした共通言語"共通世界におけるコミュニケーション

のためのツールとして､二次創作が｢描く｣ことへのハードル
を下げる

－ファンが自分の好きな作品を自分なりに解釈して、自分で描

いて､同人誌即売会などの｢市場｣で､実際に自費で本を作

り､それを頒布し対価を得るような形で読者に評価してもらう
ことをアマチュアの内から経験していく

→諸外国にはほとんどない周本独窒の仕組み

－作品の｢受け手｣が｢送り手｣に容易に変わりうる

－受け手と送り手が入れ替わり続けることで多様性と創作の
騨篭産を可能としている

一二次創作同人誌のもたらす創作への入りやすさが震率繊蜜
１１江イタの裾野を蝋(ずでいる零飼ン学ンツホルダにも穫益
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コミックマーケットとしての基本的な考え

－非親告罪化､法定賠償金は､長い時間をかけて醸
成されてきた､ファンとコンテンツホルダの｢黙認｣の

文脈をエコシステムの外部からかき乱し、日本のマ

ンガ｡アニメ｡ゲーム文化に多大な影響を与える可

能性が高い。

－『霞内法整備｣は､本来の冨的である海賊版対策等
必要最低限に絞った形で行って頂きたい

－現時点でTPPの状況は未だ不確定要素も多く｢国

内法整嬉』は慎重に行って頂きたい

一将来の名作･クリエイタを生む可能性の芽を摘むこ

とになりかねない｡のびのび寓由に議作活動ができ
る現状の環境維持を

Ｆ可

L‐

そもそもの非親告罪化､法定賠償金の必要性？

－過去二次創作におけるトラブルは非常にレアケース

ー著作権者から申し出があれば､ほとんどがそれに素直に従
う｡海賊版のように著作権者の申し出を無視して無法を働い
ているわけでない

→非親告罪化でなければ解決不能なトラブルがそもそも存
在しない

非親告罪化､法定賠償金は､ファンに委縮･自粛をも
たらす

－ファンは､学業｡正業ある人たちが大半

・リスクがあると思えば避けて通ってしまう

。不安は､過度あるいは不要な自粛をもたらす

°ＴＰＰにおいて今般ご配慮いただいた点についても､ファンを不安に

させないような形で｢国内法整備｣に繋げていただかないと、自粛は
容易に起こる

1瀞ｗｗ２１
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非親告罪化は､著作権者にも委縮･自粛をもたらす

－日本のコンテンツ業界においては､他社の人気作品のパロ

ディを許諾なく別作品に入れ込むことは珍しいことではなく、
それが問題になったこともほとんどない。

一お互いがお互いに許容しあうことで､表現がより面白くなるこ
とに重きを置いてきた結果

一コンテンツホルダが､パロディ"二次創作同人誌へのある種
の寛容さを持っておられる背景

・上記の文化的な背景

・著作権侵害が｢親告罪｣であり､判断は著作権者に委ねられる(許容
するという選択肢を有する)という法律的背景

非親告罪化は、同人誌という問題を越えて､こうした燭本鮪

な嬢昧さと憶頼関係がもたらした文化に対して、多大なる悪
影響を与えてしまう恐れ

｡勧湖砿惑
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・現在のエコシステム

ー送り手のファン､受け手のファン､コンテンツホルダ､すべてのステ

イクホルダ!こと:って概ね濁題が無い"あるいはメリットがある形で
成立している

－このエコシステムは日本にだけ存綴。日本のマンガ･アニメ｡ゲー

ムにおいて、多様なクリエイターが多様で豊かな作品を生み出す
源の一つである

－結果的に､世界で一番多くのマンガ､アニメ､ゲーム作品を抱える

日本のシステムこそが､クリエイタ､作品を育成する上で最も効果
的なものであったではないか？

－「国内法整備｣においては、日本のクリエイタがこれまで積み上げ

てきた流れを否定し､世界的に競争力を持つ濁本の素晴らしいク

リ熊イタ､作品鋤魅力壷減ずる匡とのないように充分な配慮が必
要

一現在の窪寵な表現溌動を許容する社会状溌を維持できる著作権
のシステムが構築されることが、日本の表現文化全体に有益と考

,,ハロ｡もりキナG狂vrd邑弓』~写---才毎十ゴ,､



コミックマーケットの｢草の根｣活動

一コﾐﾂクマーケツトは今年３月に｢オタクサミツト２０１５｣を開催

一世界中の日本のアニメやマンガを扱うイベントを多数(１７の国と

地域､２８団体)集めて交流を持ち､今後の相互協力を進めるた

めに､コミックマーケット準備会主導で｢国際オタクイベント協会｣を
設立(１０月現在､現在22の国と地域､４８団体に増加）

－来年は国外で第２回総会を開く計画もあり､オリンピックに向けて

日本に対して好意的な諸外国のマンガ｡アニメ｡ゲームのファンに
も盛り上がりを作っていける立場

－特にアジア圏ではコミケを模して同人誌を作り､即売会を開く団体

も増加している現状｡ＴＰＰにおいてアメリカ型の著作権システム

に合わせると､世界的に広がりつつある日本由来のマンガ・アニ

メ･ゲーム文化がさらなる発展する土壌を奪う可能性大

一むしろ日本的なやり方がクリエイタ､作品を育てていくために効果

釣なシステムであるとして､現状進んでいる国内､海外との連携を
続けられるような合意形成が望ましい
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